
  緊急時に於ける連絡体制 
                          ワシントン日本語学校 

 
※多くの児童生徒の安全が著しく脅かされるような状況を想定し、情報や指示の流れを示した。 

 保護者用 

 
発見者  発

見 
  

連

絡 
  

  

① 派遣教員 
② 校舎主任 

  

（児童生徒、教職員、安全当番、保護者など） 
 
 
 
＊ 発見者は情報収集、事態の把握に努め、直ちに連絡を取る。 
＊ 児童生徒の安全を確保する。  
＊無線機を活用する。 
 
・派遣教員がいない場合には、校舎主任から校長に連絡する。 
 
 
 判 

 
 
 

断 

  ①校長（教頭）←→各校の派遣教員 
    ↓ 
  ①運営委員長  
  ②副委員長    
    ③総務部長    
 

 

    
各校舎 

 ① 派遣教員 
② 校舎主任 

教職員 
児童生徒・保護者 

  
 
・児童 

 
 
 
生徒の引き取り 

 
 
が必要な場合 

 

各校舎職員 
 

  
  対 

 
 
 

応 

 
 

＜Ｈ校＞ 
 
校舎代表  
  ↓    
各学級代表 → 各保護者 
 
＜現地校関係者＞ 
  
               

＜Ｐ校＞ 
 
校舎代表  
  ↓    
各学級代表 → 各保護者 
 
＜現地校関係者＞ 
  

    

＜Ｓ校＞ 
 
校舎代表  
  ↓    
各学級代表 → 各保護者 
 
＜現地校関係者＞ 
  
      

  

報 
 

告 

 
※ 担任は、保護者への引き渡し、名簿でのﾁｪｯｸ、引き取りにこない保護者への連絡を行う。 
 
・上記の逆の経路で報告 
 
ワシントン日本語学校事務局 301－962－7410 （連絡が取れない場合 202－531－9628） 

                         


